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◆横浜市と磯子区の人口の推移

※昭和２～９年は公簿調査による戸籍人口、昭和10年以降は国勢調査及び推計人口調査によります。
　ただし、昭和５年は国勢調査、昭和16、23年は常住人口調査、昭和19～21年は人口調査によります。

※各年10月１日現在。ただし、昭和２～４年、６～９年は12月31日現在、昭和18年は12月１日現在、昭和
　19年は２月22日現在、昭和20年は11月１日現在、昭和21年は４月26日現在、昭和23年は８月１日現在。
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横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
オ
ー
プ
ン（
平
成
5
年
）

磯
子
区
新
総
合
庁
舎
が
完
成（
平
成
11
年
）

横
浜
国
際
総
合
競
技
場
オ
ー
プ
ン（
平
成
10
年
）

磯
子
区
制
70
周
年（
平
成
9
年
）

２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

韓
国
・
日
本
開
催（
平
成
14
年
）
〜
決
勝
戦
は
横
浜
で
〜

磯
子
区
制
80
周
年（
平
成
19
年
）

区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
そ
っ
ぴ
」
制
定（
平
成
23
年
）

東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
3
月
11
日
）

横
浜
開
港
１
５
０
周
年（
平
成
21
年
）

市
民
参
加
型
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
「
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」

が
開
催（
平
成
26
年
3
月
）

区
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定（
昭
和
58
年
）

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
開
通
、

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
開
通（
平
成
元
年
）

磯
子
区
制
60
周
年

（
区
の
木
「
梅
」、区
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
を
制
定
）（
昭
和
62
年
）

栄
区
・
泉
区
が
誕
生（
昭
和
61
年
）

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

〔磯子区〕

昭和50年 昭和55年 昭和60年平成元年 平成５年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年 平成26年

磯子区

横浜市

人口
300万人

突破

人口
350万人

突破
人口のピーク
（17万人）

3,710

163

人口
370万人

突破

洋光台団地の
入居を開始

昭和　 45年
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Ｓ25年

Ｓ45年

Ｈ２年

Ｈ12年

Ｈ22年

Ｈ25年

Ｈ26年

Ｈ27年

Ｈ32年

Ｈ37年

Ｈ42年

Ｈ47年

年少人口
（15歳未満）

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

180,000150,000120,00090,00060,00030,0000
（人）

32.0％ 64.1％ 3.8％

23.3％ 71.4％ 5.3％

17.4％ 73.4％ 9.2％

13.1％ 71.6％ 15.3％

12.0％ 65.6％ 22.4％

12.0％ 63.4％ 24.6％

12.0％ 62.6％ 25.4％

12.0％ 62.0％ 26.0％

11.2％ 58.9％ 29.9％

10.4％ 58.5％ 31.1％

9.8％ 57.2％ 33.0％

9.6％ 54.7％ 35.7％

◆人口異動の推移（磯子区）

（人）
16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000
平成５年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年平成26年

※各年１月１日～12月31日

転入 転出

〔横浜市人口ニュース〕

転入

転出

〈転入・転出の推移〉

10,385

13,768

12,714

8,172

◆年齢三区分別人口の推移　　～少子高齢化がさらに進行～
年少人口（15 歳未満）の割合

は低下傾向で推移し、平成 2 年
には総人口に占める割合が 20%
を下回りました。平成 17 年から
は12%前後で推移していますが、
少子化が進行している状況といえ
ます。
一方、老年人口（65 歳以上）

の割合は、増加傾向で推移し、磯
子区では平成 22 年に総人口に占
める割合が 20%を超え、その後
も増え続けています。平成 27 年
には区民の 3.8 人に 1人が 65 歳
以上の高齢者となっています。

検　索横浜市将来人口推計

現在26.0%となっている磯子区の老
年人口の割合は、2020年（平成32
年）には約30%、2030年（平成42
年）には約33%となる見込みだよ。

※各年登録人口（3月31日現在）、H2年以前は国勢調査により掲載
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◆人口ピラミッド（磯子区）

2,0004,0006,0008,000 00 2,000 4,000 6,000 8,000（人）

100歳以上

95～99歳

90～94歳

85～89歳

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

５～９歳

０～４歳

老

　年

　人

　口

生

　産

　年

　齢

　人

　口

口
人
少
年

男
82,085人

女
84,630人

※住民基本台帳に記載された人口です。

平成27年３月末日現在
※　　　は平成17年３月末日現在

3,200

3,322

4,279

5,076

6,669

5,979

4,782

6,418

5658

4,807

3,886

2,368

966

318

56

3,533

3,385

3,385

4,543

5,323

7,222

6,365

5,575

4,860

5,986

4,836

3,595

2,645

1,308

421

68

12

4,123

5,958

3,562

5,380

3,398

3,751

5,734

5,344

5,424

3,195

平成５年 平成10年 平成15年 平成20年 平成26年平成25年

（人）
2,000

1,750

1,500

1,250

1,000

750

500

1.4

1.3

1.2

1.1

1.0

出生 死亡

※各年１月１日～12月31日
※合計特殊出生率は、１人の女性が一生に産む子どもの平均数です。
※年齢15歳～49歳の年齢５歳階級ごとに算出した出生率の合計で、平成12年～24年までの数値を掲載しています。

〔横浜市人口ニュース〕

合計特殊出生率

出生

死亡

合計特殊出生率

〈出生・死亡の推移〉～死亡者数はやや増加傾向～

1.27

1,723

1.25

993

1.25
1,550

1,230
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◆昼夜間人口比率の推移　～上昇傾向に改善～

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

70.0

（％）

昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成２年 平成12年昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成７年 平成17年 平成22年

91.5

83.8

88.7

76.7

96.3

78.9

昼夜間人口比率（磯子区） 昼夜間人口比率（横浜市）

〔各年国勢調査〕

　昼夜間人口比率とは、常住人
口（夜間人口）に対する昼間人
口の割合です。100を超えると
通勤・通学等の流入が多く、そ
の地域に昼間、人が集まってい
ることを示します。磯子区では、
前回調査（平成 17 年）と比べて
3.7 ポイント、市全体で 1.1ポイ
ント上昇しました。
参考：西区�179.7％（全国13位）

中区�166.6％（全国22位）

青葉区

旭区

南区
泉区

港南区

栄区

◆区別昼夜間人口比率

100以上

80～100未満

80未満
〔平成22年国勢調査〕

磯子区の
昼夜間人口比率は83.8％で

横浜市内では
18区中、10番目だよ。

（平成22年10月１日現在）

都筑区
港北区

緑区
鶴見区

瀬谷区

神奈川区

西区

中区

保土ケ谷区

戸塚区

磯子区

金沢区
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（各年５月１日現在）
35

30

25

20

15

10

5

0

（千人）

昭和56年 昭和60年 平成元年 平成５年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年平成26年

〔学校基本調査〕

高校生数

中学生数

小学生数

園児数

◆園児・児童・生徒数の推移( 磯子）
�　平成26年は園児2,078人、小学生7,320人、中学生3,222人、高校生3,902人、合計16,522
名となっており、ピーク時（昭和56年、合計31,357名）と比べてほぼ半減しており、明らかな
少子化傾向が見られます。

◆磯子区民の通勤・通学先
　　　　　　　　　　（15歳以上）

◆磯子区へ通勤・通学する人の住所
　　　　　　　　　　（15歳以上）

〔平成22年国勢調査〕 〔平成22年国勢調査〕

自宅で働く人を除き、市内で従業・通学する
人の割合は、磯子区では62.6％（全市52.5％）で
18区中１位だよ。（平成22年10月１日現在）

自宅
3,546人（6.3％）

自宅外区内 
18,954人

（33.6％）

市内の他区 
20,471人

（36.3％）

県内の市町村
7,297人

（12.9％）

県外
2,370人（4.1％）

不詳
3,750人（6.7％）自宅

3,546人（4.3％）
不詳

3,750人（4.6％）

県内の市町村
7,719人

（9.4％）

県外
15,637人

（19.1％）
自宅外区内 
18,954人

（23.1％）

市内の他区 
32,411人

（39.5％）

総　数

82,017人

総　数

56,388人
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1,000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

（百人）
65.0

64.0

63.0

62.0

61.0

60.0

59.0

58.0

（％）

昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 〔各年国勢調査〕

非労働力人口

労働力人口

労働力率

793

480

874

512

916

515

866

538

849

521

792

514

62.3

63.1 64.0

61.7

62.0

60.6

62.3

63.1 64.0

61.7

62.0

60.6

磯子区
（3,434人）

横浜市
（78,576人）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

平成27年３月末日現在

〔市民局区政支援部窓口サービス課〕

中国
1,579人
（46.0％）

韓国・朝鮮
598人

（17.4％）

フィリピン
383人

（11.2％）

その他
626人

（18.2％）

中国
32,491人
（41.3％）

韓国・朝鮮
13,708人
（17.4％）

フィリピン
6,864人
（8.79％）

その他
20,967人
（26.7％）

ブラジル
2,286人（2.9％）

ブラジル
161人（4.7％）

米国
2,260人（2.9％）

米国
87人（2.5％）

◆労働力人口 ～磯子区は大幅に減少～
労働力人口とは、満 15歳以上の人口のうち、就業者と完全失業者（就業して

いないが、就職活動をしている失業者）の合計のことをいいます。磯子区の労働
力人口は 5年前と比べ 6.7％も減少（全市 1位）しており、市全体でも戦後初め
て減少しました。

◆外国人人口 ～東南アジア諸国が 7 割超～
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コラム1

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

0

40,000

80,000

120,000

160,000

70,000

90,000

110,000

130,000

150,000

170,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

意外に知らない磯子区の数値
特徴のあるデータをいくつか見てみましょう。

〔磯子区地域振興課〕

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

137,136

2,487

104,115

2,240

116,293

2,299

106,438

2,373

109,704

2,428

（人）（件） 利用申し込み件数 入館者数

〔横浜市図書館年報2015〕

104,608

130,006

111,568 112,152
116,309

149,969

128,602

153,726 148,860

123,610

156,977
156,990

155,538

109,690

127,413

107,003

152,490

※中央図書館を除く

平成26年度

鶴
見
図
書
館

神
奈
川
図
書
館

中
図
書
館

南
図
書
館

港
南
図
書
館

保
土
ケ
谷
図
書
館

旭
図
書
館

金
沢
図
書
館

港
北
図
書
館

緑
図
書
館

山
内
図
書
館

都
筑
図
書
館

戸
塚
図
書
館

栄
図
書
館

泉
図
書
館

瀬
谷
図
書
館

磯
子
図
書
館

〔国土交通省関東運輸局〕

82,619

68,445

51,385

26,578

46,571

59,001

45,000

66,293

88,203

64,624

82,546

57,142
42,551

38,794

51,700

98,398

84,361

99,850

平成26年度

鶴
見
区

神
奈
川
区

中
区

西
区

南
区

保
土
ヶ
谷
区

磯
子
区

港
北
区

港
南
区

戸
塚
区

旭
区

緑
区

瀬
谷
区

栄
区

泉
区

青
葉
区

都
筑
区

金
沢
区

〈自動車保有車両数比較〉
　磯子区は自動車保有車両数が少なく、横浜市全体の3.9%となっています。

〈横浜市立図書館の蔵書数比較〉
　磯子図書館は17館中4位であり、内訳は一般書109,089冊、児童書44,637冊になります。

〈公会堂の利用者数と利用件数の推移〉
　平成23年度から公会堂の入館者数は、ほぼ横ばいになっていますが、利用申し込
み件数は年々増加傾向にあります。
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